
年間・学期 1 回

70 　　　　％

回 日付 曜日 レポート
回数'

レポート
締め切り日 試験範囲 備考

1 4/15 火

2 4/17 木

3 4/22 火

4 4/24 木

5 5/1 木 1 5/9

6 5/10 木

7 5/13 火

8 5/15 木

9 5/20 火

10 5/22 木 2 5/26

11 5/27 火

12 5/29 木

13 6/3 火

14 6/5 木 3 6/9

15 6/10 火

16 6/12 木

17 6/17 火

18 6/19 木 4 6/23

19 6/24 火

20 6/26 木

21 7/1 火

22 7/3 木 5 7/7

23 7/8 火

24 7/10 木

25 7/15 火

26 7/17 木 6 7/22

27 7/22 火

28

《留意事項》

奥山に、猫またといふものありて
・「なら」「なり」「なる」の語形を文法的に識別できるようになる。

伊勢物語（初冠）
・『伊勢物語』の作品としての性質（歌物語）、作者在原業平について理解する。

故事・寓話（推敲）
・「推敲」の意味を調べ、まとめるとともに、漢文が日本語に与えた影響を理解する。

故事・寓話（推敲）
・口語訳を確認し、「推敲」の意味が本文のどこに由来しているかを理解する。

三国志の世界（水魚之交）
・「水魚の交わり」が、諸葛亮と劉備の関係を示した言葉だと理解する。

三国志の世界（水魚之交）
・訓読の決まりに従って繰り返し本文を読み、全体の大意を確認する。

三国志の世界（水魚之交）
・諸葛亮の人物像を整理し、諸葛亮が劉備に勧めた策について内容・理由を理解す
る

三国志の世界（水魚之交）
・「水魚の交わり」が、諸葛亮と劉備のどのような関係を表しているかを理解する。

ふり返り

含む

平中が事
・第一、ニ段落を読み、平中の作戦、妻の策略について理解する。

平中が事
・第三段落まで読み、登場人物の心情を理解するとともに、話の面白さがどこにある
かまとめる。

奥山に、猫またといふものありて
・『徒然草』について知り、随筆の特色について理解する。

故事・寓話（助長）
・口語訳を確認し、この話のおもしろさを味わう。

伊勢物語（初冠）
・男が「春日野の」の歌をよむに至った経緯を整理する。

伊勢物語（初冠）
・歌の比喩表現を理解するとともに、「春日野の」「みちのくの」両歌の関係を理解す
る

伊勢物語（初冠）
・男の心情を読み取る。

故事・寓話（助長）
・「故事」「寓話」について知り、本文を訓読できるようになる。

標準面接時数　　　 　時間　　 評定算出方法

方丈記（ゆく川の流れ）
・第一段落の内容を改めて考え、鴨長明の「無常観」について理解する。

平中が事
・説話文学『古本説話集』について知り、平安時代の恋愛・婚姻について知る。

平中が事
・古語の意味、文法事項を確認する。

奥山に、猫またといふものありて
・古語の意味、文法事項を確認する。

奥山に、猫またといふものありて
・法師の心理の変化を読み取るとともに、法師の人物像を整理する。

奥山に、猫またといふものありて
・自分がデマに踊らされた経験がないか、本文中の法師と照らし合わせて考える。

方丈記（ゆく川の流れ）
・作者：鴨長明、作品の時代背景について知り、まとめる。

方丈記（ゆく川の流れ）
・古語の意味、文法事項を確認する。

方丈記（ゆく川の流れ）
・倒置表現、段落同士の関係を理解する。

方丈記（ゆく川の流れ）
・対句的表現、漢文訓読調の表現を理解する。

2 半期

単元・学習内容

標準古典探究 第一学習者 本校作成学習書

評点が100～85点は5、84～70点は4、69～50点は3、49～35点は2、34～0点は1

指導目標
(1) 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に対する理解を深めることができるよう
にする。
(2)論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、古典などを通した先人のものの見方、感じ方、考え方との関わ
りの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

レポート（添削指導） 全　　６　　回 定期試験 あり

スクーリング
全実施時間数　　　　時間 定期試験の評価割合

教科書名 出版社 学習書

篠原　千絵子

2025年度　　　前期教育計画

面接指導施設名 科学技術学園高等学校

教　科 科　目 単位数 標準単位数 学習期間 担当者

国語 古典探究1 2


